
中学校数学科における、自己の考えの
広がりや深まりを実感できる生徒の育成

―自己の考えを表出させた「思考の可視化」を通して―

特別研修員 数学 濵野 哲也（中学校教諭）

＜生徒の実態＞
□ 数学が得意でない生徒も、自分なりに
問題を考えることができる。

□ 間違いを知られることを嫌がり、他者
に自分の考えを伝えることが苦手である。

＜教師の願い＞
□ 積極的に挑戦し、間違いからも学ぶことができ
る生徒になってほしい。

□ 自分の考えを伝えられるようになってほしい。
□ 問題解決のための多様な考え方を知ってほしい。

〇自己の考えをもち、その考えを他者に伝えられる生徒
〇他者との交流で多様な考え方を知り、再度思考することで、
自己の考えの変容を実感できる生徒

成果
〇他者との共有・協働の場面では、「思考の可視化」を活用すること
で、説明が苦手な生徒でも自己の考え方をしっかりと伝えることが
できた。
〇再度、最初と同じ問いに対して自己の考えを表出させた「思考の
可視化」を行い比較することで、自身の思考が広がったことを実
感することができた。

〇自己・他者の考え方を知り批判的な考察
を行い、よりよい考え方を導き出すまでに
は至らなかった。共有・協働する必要性を
もっと感じさせる問題を設定することや発
問の工夫が必要であると考える。
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実践例 中学１年生

データの分析と活用
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手立て 自分なりの考えを記述する
「思考の可視化」

自分の考えとして、解き方や予想を記述する。

データを自分なりの言葉
で思考の可視化を行った。

自己の思考の変容や深まりを視覚的に理解する
ために、最初と同じ問いに対して、再度自分なりの
考えを記述する。

判断した根拠が変化し、内容もより具体的に
変容している。

ここまで考えられたんだね。
この考え方もあるよね。
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手立て 「思考の可視化」を
活用した交流活動

「思考の可視化」を基に、自己の考えを
伝え、他者の考えを知る。

ヒストグラムか
ら、今の方が３
年前の山より右
に寄っているの
で遅くなってい
ると思います。

それぞれの分析をもちより、班の意見を
まとめて記述する。

教師からの問いかけ
に再度思考する。

どうしてその結果になったの？

同じ資料を見ているのに、様々な意
見が出たことにすごく驚いた。いろ
いろな班の意見や主張を聞いて、
様々な角度から資料を見ることがで
きたし、もう一度問題に向き合えた。

実践例 中学１年生

データの分析と活用

【問題】
３年前と今を比べて、足が速くなっているのか、遅くなっている
のかはどのように判断することができるか？

見た目で分かりや
すいから、ヒスト
グラムを使って分
析してみよう。
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根拠が複数になり、
多様な考え方を知れた。


